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         CUC 公開講座 2022【第 2 回】 

「SDGs と大学 −大学の社会貢献はどのように評価されるか−」 

 

 6 月 17 日(金)開催の CUC 公開講座 2022 第 2 回は「SDGs と大学 −大学の社会貢献はどのように評価さ

れるか−」をテーマに実施します。SDGs が社会に浸透し、あらゆる組織が社会的責任を考え、実行していくこ

とが求められています。大学においても ESG（環境、社会、ガバナンス）に配慮した社会的責任（大学の社会

的責任、University Social Responsibility, USR）が重要課題となっています。 

 

4 月下旬、イギリスの高等教育専門誌 Times Higher Education（THE）が主宰する大学ランキング「THE 

Impact Ranking 2022」の結果が発表されました。これは SDGs への貢献度という観点から大学を評価する

プログラムです。2019 年にスタートして以来、4 回目となった今回は世界 106 カ国／地域から 1,406 大

学、日本からは 76 大学がエントリーしました。本学は今回はじめてエントリーし、気候変動対策にかかる

Goal 13 においては国内大学中 2 位となりました。 

 

本講座では USR 活動の質を向上させるために、大学の社会貢献はどのように評価されるかということを問題

意識とし、3 名の専門家をお迎えして報告および議論を行います。THE Impact Ranking は USR 活動の何を

どのように評価するのか？同ランキングで毎年スコアを上げている武蔵野大学はどのような取り組みを行って

いるのか？企業評価における社会性評価の問題点や大学評価への示唆とは？こうした観点から参加者のみなさ

まとも議論したいと思います。大学のみならず企業の CSR／サステナビリティ活動に関心のある方々のご参加

をお待ちしております。 

 

講座の進行 

1. 15：30～15：35 学長挨拶  原科 幸彦 （千葉商科大学 学長）  

2. 15：35～15：40 学長プロジェクト 2 リーダー挨拶・登壇者紹介   

橋本 隆子（千葉商科大学 副学長） 

3. 15：40～16：00 

    第 1 報告「THE Impact Ranking 2022 の評価指標、ランキング結果から描く今後の取り組み」 

柴田 聡子 氏（株式会社進研アド 改革支援室 国際化戦略支援担当） 

4. 16：00～16：20 

第 2 報告「SDGs と大学−武蔵野大学データサイエンス学部の取り組み」 

佐々木 史織 氏（武蔵野大学データサイエンス学部准教授）  

5. 16：20～16：50 

  第 3 報告「持続可能な金融における企業等評価のあり方から得られる知見」 

唐木 宏一 氏（事業創造大学院大学事業創造研究科教授） 

6. ディスカッション 

  柴田 聡子 氏、佐々木 史織 氏、唐木 宏一 氏、橋本 隆子 教授、奥寺 葵 教授（千葉商科大学商経学部教授） 

 

【司会進行】齊藤紀子（人間社会学部准教授/学長プロジェクト 2 サブリーダー） 

 

【事務局】 千葉商科大学 学長事務室 [TEL]047-373-9797 [E-mail] p-office@cuc.ac.jp 

【CUC 公開講座 2022 Web】 https://www.cuc.ac.jp/event/2022/koza_project.html 

mailto:p-office@cuc.ac.jp
https://www.cuc.ac.jp/event/2022/koza_project.html

